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マナ数 マナ数 増減 マナ数 増減
(%) 
国 王 242 53 -187 53 
(9.5) (2.0) ( -7.2) (2.0) 
貴 族 335 157 -F8 343 十8
(13.1) (6.1) ( -7.0) (13.4) ( +0.3) 
ジェシトリ I(，6F709 1〕 2(8，口051〕 +346 1σ38368 3〉 +159 ( +13.4) 〔十6.2)
教 会 185 179 -6 179 
(7.2) (7.0) ( -0.2) (7.0) 
団 体 67 76 +9 76 
(2.6) (3.0) ( +0.4) (3.0) 
そ の 他 9 31 十22 31 












。Tawney，‘TheRise of the Gentry'， P田tscript，Eco. 1王R.，Second Series， VoI. vii.， 
No. 1， 1954， reprinted in Carus.Wils叩， E. M. ed.， Essays in E回n四 ucHistory， London， 
1954. p.210の表。 7県とは，ハーファドシア，ベドフアドγァ"キγガムシァ，サリ，ウス
タジァ，ハムフV ァ，ヨークツプのノース・ライデイングである。 lbid.，p. 210， n.3. (浜林正
夫訳Ii:/""ソトリの勤興』宋来社.1957:年， 95ベー ジ註3.)





に総数の10%近〈を占めた宅領7 ナは， 80年後には，わずかに 2%にまでその







の 35年間には，飛躍的に加速されて， 143万ポ y ド，年平均ジェイムズ治世の
3万5，000ポンドから，さらにチャーノレズ治世には， 5万ポンドに及んでいる。
第7表王領地の売却1558年 1637年
期 間 累 計 年 平 均
1558-16Q3 817£ β00.0 18£ ，1556 
1603-1625 775，000.0 35，227.3 
1625-1637 651，158.5 50，~日89.1







3) Madge. S. J. The口'ompsdayo./' Crown Lands， London， 1田8，pp. 41-42， 47-64 より
作成。





ーノレズの治世に行なわれた 2度の「大売却」で， 1度めは， 155名の貴族とジ
エントリで総額の75ないし80%を獲得L， 2度めもJ この両者で 60%を獲得
しているのである(第8表")。 トーニーのいう「新たな社会均衡 new equi-
第 8衰王領地購入者
1625-1634 1628-1639 





ジエントリ 133 50 50 
商 人 5 10 25 
その他 58 10~15 15 






4) Tawllピy，'The Rise 01 the Gentry'， Eco. lI. R.， Vol. xi， No. 1， 1941， reprinted in 
Carus羽rilsoned.， op. ot.， pp. 200-201， (前掲邦訳64-65ベ ジ〉より作成.
5) ジェイムズ ハリ γタン(1611-1677)によれば，革命の原因は，テュ ダ，ステュアト両朝
治下での莫大な土地財産白人民への移転にあった。土地財産はj固人化され固に見えるかたちにさ
れた国家権力である。 rバランスが人民のほうに傾いている以上. その国家は， すでにして人
民的なものになっているのである。 IHa門由民間'sWorks， 1700 edn.， p. 69 (Oceana)， pp 
388-389， (The Art Law-gi叫 ng)，quoted in T町>mey.The Ag-rarian Problem， p.38可 cf.
T臥叩ey.‘Harrington'sInterpretation of hi.s Age' i.n Proceedings 0/ the .B門 tishAca-
d切り.Vol. xxvii， 1941. (浜林正夫訳「クェソトリの勃興』前掲所収。〉なお右に関連したハり
ンタンの記述。 部位， Hill. C. and Dell. E. ed.， Tlze Good Old Cause.- The English 
R町 olutionof 1640-60， its C田JSes.G日 lrseand Conseque-tκ百， London， 1949， pp. 261-



















263 に収録されている。 TheCommonwealth of Oceana， 1656.比グロ A ウヱルに献呈さ
れたもので，もちろん厳密にいえば，事前の手言ではなく， I事実をもって立証」されたことり
共和主義者ハリンタンによる理論化である.Cf. J)icuonary f々"National Biι'graρh:y; Low 
S.， The工)ictionary0./ English His白 ry，p. 561. 
6) Tawncy，‘Thc Rise of the Centry うp.192. (前掲邦訳48、 ジ。〉
7) 7県のうちロンドシの影響りつよかったハ ファドシァと十リでは， 600余白マナのうち 4閃6
以上が 1601年か~ 1640年りあいだに売られたといわれ (ibid.，p. 19: 前掲邦訳， 48へ-，:))，
162C年にペドファドジァで土地をもっていたジェソトリ申ほぼ3分の2が， 1668年までに土地を
売って地元を離れたとみられている (ibid.，p. 191‘前掲邦訳， 46ベー ジ〉等々 e
8) Finch， M. E. The Wealth 0.1 Five Northamptonshi問 Families.1540-1640， 
Publications of the Northamptonshire Rec町d Society， vol. xix， Oxford， 1956， p.176. 
App四 di.xlX， Table Tより作成υ
9) Cf. ibid.， pp. 198-199， Appendix， XV， Table 0 
自由保有地における旧体系の壊額と慣習保有地旧情況
第9表 Spencer家のマナ購入， 1540年 164C年
年度 1 マナ宅 |価 格|売り子
1557 By量eld £378f74 王 室
1563 Cumberford 390 o 0 Th. Cumbeford (復帰権〉
1575 Mu畠coll 1，4'口D o 0 W. Gent 
1566-78 Howbery 
Crowmarsh 
1588 在修 Wickenの旧小道院領 R. Ketteridge e 
1592 Nobottle G. Punte 
2，150 o 0 F. Be工nurd，esq 
Little Brington 
1602 Priors Marston 1，700 o 0 F. Beal， esq噌
1615 Deanshanger 2，岨O o 0 Sir R. Winw∞d 
1627-36 Hinton在の 1主要 H. Catesby マナ
1632 Radbourr沼田半分 5，700 o 0 Th. Wilbraham 















10) Marx， K" Das Kapital， Dietz Verlag， B町 lin，1953， Bd. IIL， S.853. (If資本論』第3部
長谷部文;躍訳，青木書陪I 1953年" 1130ベ ジ， rマルクス エンゲルス全集』大月書庖， 1966 
年申b，1028ベジ。〉
11) Ebenda， 5S. 854-855. (長谷部訳， 1130ベー出全集版@b， 1028ペー ジー 〉

















12) r法律を商売にする人聞が異常にふえた 1591年から160C年と， 1631年か0>40年とをくらべ
ると，グレー法学院とリンカ}ン法学院で弁護士資格をとったものの教は，ほぼ3分の2だけふ
えている一一ーのほ，主として譲渡証書作:nt~註者になる機会が新しくひらげたためだといわれる。」
(Taw田 Y.Oρ cit.，p. 191.前渇邦訳， 46ペー ジ。) なお同時代人の目に映じた土地取引および
投機の剖については， cf. Johnson， B.， T，んeDe日 1is an Ass. Everyman's edI:l.， H， p. 291; 
Shirley， The Camester (1633)， Act 1， Scene 1，四ldH叫 oricalManuscri戸 Commiss-
ion， Sack日 leMSS， 1， p. 152， extτacted in Hil1 and Dell ed.， op. cit.， pp. 48-49 
13) Tawney，。ρ at.，p.目。(前掲邦訳， 64ページ， 69へー ジ注86，) また cf.Madge， o.ρ， 
日't.， p. 318. 
14) 160匹手の横地U結果を表示すれば， 第四表のとおりである (ibid.，pp. 56-57 より作成)， 9県
とはイングランドおよびウェイルズの，カンパランド，デ ヴ γγァ， ド シト，十マット，ウ
エストマラソド，ウィルトジア，ヨ グジァ カマー ザソ ベγプノレクの諸県であるu 王領地が
一般に〔教会領とならんで〉低地代であったとは，よ〈言われることであり，ここでもマッジが
力説している。かれD倒にならって. 1人当り平均年地代を算出すると，自由土地保有農3シリ
ング，謄本土地保有農9シリング， 定期借地農48シリングとなる。 しかしこれでは， 単位面積
当りの地代の実態は，わからない包 1'.0の推計を乙とろみよう。ここ Cもワイルト γア白円ーノ、
ト軍所領り16世紀のエ カ 当り改良年地代35へンス (Kerridge.E. 'The Movement o{ Rent， 



















? ????? ?? ?
??
自由土地保育農 回8人 135 .E £ 
揖有料什自由土地保育農 34 567 
謄本土地保有農 3，686 1，660 13.375 8 
慣習ー任意土地保有農 314 
定期借地農 1，317 3，144 ユ0，340 3.3 
計 6，249 5，592.5 24，502.2 4.4 
1549-1640'， Eco. H. R. Second Series. Vo1. vi， No. 1， p. 25.)を目安としよう@いまかりに
主領地縄地宵が，ほぼこの程度を時価〉じて，改良価値を賢eiEしていたとすれほ，定期借地農の
エ カ 当り現行年地代は， 35へンス申3.3分の lすなわち 10.6ベンス，謄本土地保有農のそ
れは， 45ベンスの8分のlすなわち 4.3ヘンJえとなる. このあとのものは，やはりさきにヲlいた
1568年のハムジアの宗教領タロ γダルの謄本土地保有農の固定地代エ}カー当り 4ヘソス〈篠塚




















はいけようが，産をなすことなど夢白また夢である，ザ ジョ γ ・オゥグヲンダ，自らの血を
もってこれを書し 1632年6月25日時によわい48揖 J A R()yalut's Notebook， The COm 
monplace Baok of SirJohn Oglander of Nunwell. 1622-1652. ecl. by Bamforcl， F.J 
1936， extracted in Hill nnd Del1 ed.. o.ρ cit.J p. 48 オゥ〆ランダは， 同士のものを息子に
遺訓としても与えたといわれる。よわい48.歳に遣した Iジェントルマンのやや悲情な l文は，何

























を，貴族の所有に含めたとしても， 1640年に，貴族は全体の 7分の 1から 8分















17) Trevor-R叩 ey，op. clι， p.6 
18) Tawney， op. cit.， P血，tscriptJuly， 1954 
19) lbid.， p.209 
20) 革命に先立つ80年閣の貴族の新設は， 第11査によって知られる CDavies.G" TIu: Eurly 
Stuarts. 1603ユ田O.Oxford， 1952 edn.， p.264.印 dT目 vor-Roper，op. cit.， p.5 より作成@





















アト 2代の40年間には， 90家族に及んでいる図同じ期間の断絶数20を差し引いて純増 70家族で
あり，幅人貴族総数ほ，この聞に，明から129へF約2.2告にふくれトっている。断静』分のなかに
新貴族がどれだけ含まれるかが明らかでないが，革命直前には， jiくとも俗人貴族自5分申3か
ら4分の 3とL う鷲〈べき多数が，新貴族によ vて占められるに::f-;>ているのである。ところで
G デイヴィスは，初期ステュアト朝によって創られた貴族たちは，大てい，貴族自望ましい3




産権 blueblood and real estatesにのみ基礎をお<'"を阻止し，新富豪 nau，血 uricheに地
位を開放するごとに土って，中間諦階紐に「上院での1.代豊権を与えた」ことを， i直接的な 1
利点」として評価している Davies，噌口t.，p. 265 ともあれ， こうした新たな社会的要素に
よって貴控集団のきわめて大きな部分が占拠されるに至ったことは，わた〈しには，それ自体部
1つの「草命」であったとさえ呼んでよいように思われる。なおグランフィールドが行なった土地
樹貴'J1倒は，Historical Manuscripts白 mmisj田町 SackvilleMSS.， 1 (Cranfield Pep~)， 
p. 152， exiracted in Hill and nell ed.， op. cit. p. 49に見られるー
21) Stone. L.‘The Elizabethan Aristocracy; a Restatement'， Eco. H. R.， Second Series. 
Vol. iv， No. 3. 1952， p.321， Appendix， Table A より作成。




相 続 152 ( 35.5%) 
主室からの下賜 136 ( 31.8%) 
購 入 140 (沼7%)
取得言l 428 (100.0%) 
縁戚へD 分与 250 ( 31.8%) 
王室への復帰 60 ( 7.6%) 
売 まH 477 ( 60.6%) 
喪失計 787 (100.0%) 














22) Hallin回， T.，‘EnglishLandownership， 1480-1640: thc Decline of the Old Order 九椎
名重明訳『土地制度史学』第9号， 51ペー山第13表，第14表を集成。 3県とは，ベドファド，
パキンガム，ノ}サンブタン Cある。
23) 向上， soペー ジ第1表参照。
36 (36) 第123巻第1.2号
第四表 ミドランド3県におけるマナ所有数の変遷
I 14田 I1四 I15印 I16田|醐
室・団 411 434 217 171 128 王 体 (33.0) (33.6) (16.6) (13.0) (10.0) 
834 570 381 291 182 中世以来の所有者 (67.0) (44.2) (29.1) (221) (142) 
O 285 713 853 
(795781 〕新興ジヱントリ ( 0 ) (22.2) (54.3) (64.9) 




24) ハリナン{~.向上論文の続篇で，同じ 3 県の新興の土地所有者のうち. 6マナι上をもっ大土
地所有者について. ，富の蓄積過程」を考察してい札その結果を集成したのが，帯14'表である
(Hallinan， T.. • English工，andow司自ship，1480-1640: New Cl田 S田 ofLandowners '.椎名
重明訳， ，よ地制度史学』第12号.， 71， 72， 75， 77ベ ジの各表より作成〉。 ここでは，とくに
陣14葺新興大土地所有者の致富
l岨 1剛 1561-1臼計
婚 姻 5(14% 3〉 3(2% 14〉 8 (16ラ~3) 
国主の恩顧 12 く34.0) 4 (28.6) 16 (37.7) 
法律関係 5 (14.3) 4 (28.6) 9 (18.4) 
商 業 6 (17.1) 2 (14.1) 8 (16.3) 
計 28 13 41 






つまり主左して土地所有者聞の貨幣的宮の強権的再配分によ勺て保たれていたのであ q て， 方?
では， この部分の土地所有者層の王権へ白木断の依存の源泉となりえたが，他方tは，主権およ
びかれらとその他の土地所有者層との当然の社会的確執の原因となりうるものであった， という
ことができる。(同上75ヘ ジ参照。〉 トー ニー カ3問題とした8世手間には. ，国主の恩顧」は，
「法律関係」および「商業」を通じての亜宮による土地購入によって，大きく凌駕されるに至?
ていることがわかる。







を，その後白称号忙かかわりな(. 11:< I新興ジ 1γ トリJ~.呼ぶとすれば，
わた〈したちは，概してトユーとともに， Iジエントリの勃興」を，傾向とし
て認めてよいであろう。もちろん，あくまで呼称にこだわっていえば，勃興し













イアやその他のジェ Y トノレマ Yに，世人が進上する称号である。こうして当人
は，ジ主ントノレマン左見なされると止になるZ目。」門地あやLい身からのLfo' 
ってジェントルマンらしい生活諸条件をきづき，ジェントルマンらし〈振舞う
25) Smith. Th.， De Re.戸UJlicaAnglorum.-a Disco昨 '5eon the凸叩?悶'1wealth0.1" Ji.ng-
land. 1583， ecl. by Aletun， L.. Cambridge， 19岨ILib. 1.， chap. 20.ーOf，Gentl江辺n'























2fi) Cf. Tawney，。ρ 口't."p. 176. (前時晶邦訳. 13へー ジJ
27) I強枇な領主Jαovetouslord of manorと一部の大借地農にたいする時人目論難は，枚挙に
いとまがないほどである@さしあたり， cf. Tawney， The Agra門 anp，刊日師~， pp. 6-8他方，
大雑把ながら旧態領主白ありょうを印象風に回顧したものとして， cf. G. W.. Re喧ublicaAn 
glicana， 16団， p. 39 また牧歌曲な旧態大領主の生活様式の詳細と， さらに一転して所領経営
り「改良Jに移る過程とを伝える例として， cf. Smyth， ].， Lives of the Berkl，叩5，I. pp. 
285-286. 361. 364. 368戸369，378， 410 あと白2つは， extracted in Hill and Del ed.， Op 
cit.， pp. 44-47 













which pass by surrender and admittance in the court of the rnanor~ and 
which are subject to the custorn of the manor as evidenced by the 









四) Tawney， The.Agァ-ana1包P四 blem，p. 47 
30) lbid.， p. 41 
31) Savine， Ale田 nder，'English Monast四四回 theo_Eve of由eDissolution' in Oxford 
正itudiesiηSocial and Legal Hist01てY.1909， vol.， 1， pp. 156-159 
40 (40) 摺 123巻書官1. 2号
点、でも支払いの点でも，慣習土地保有農は，自由土地保有農や定期借地農とは





の 1つは，たんに「領主の意志により advoluntatem d.印刷削:at the will of 
the lordJ とか「領主の意のままに atthe pleasure of the lor'dJ とかで土
地を保有するとされる任意土地保有農 tenantat wiI1であり， いま 1つは，
「マナの慣習にしたがい，マナ裁判所原簿の謄本によって，承認登記簿の謄本
に示されている条件で according.to the custom of the manor， on the terms 
set out on a copy of the entry of admissionJ土地を保有する謄本土地保有








32) T創刊ey.o.ρ cit. p. 41 
33) 以下の叙述については， cf. ibid" pp. 40 f.; Potter，噌 ci.，pp. 130-134 また新井嘉之作
「イギリス農村社会経諦史』湖茶の水書房， 1959年， 168ヘ ジ以下の簡慣な整理を書照固
34) Tawney， 0.ρcit.， p.47 なお cf.Blackstone， W.，白nmentar.凶 onthe La日 5of Eng-
lmul， 1770， Bk. I， p.90 
35) Tawney，噌口t.，p. 48. Table II こ叩点は当然同時代人によっても認識されていたと ζ
ろであって.1587年のハリスソの言によれば，謄本土地保有農は「園の圧倒的部分を支えて養っ
ている人びとJth恒e“bywhom the gr白 testpart of the realni doth stand and is main-
tained ..であった，Ha口ison，W.， A Desc門!ptioゅZof Elizabethan England， ed. by With 
ington， L.， 1876. P. 120. 17-世紀四割めにクッグば，イソグラソド，，3分自1は謄本保有地であ
ると見ていたといわれる。Quotedin Tawney， op. cit.， p.49 
自由保有地における旧体系の壊粛と慣習保有地¢情況 て41) .u 
第15表 慣習土地保有農内訳
| 計 |生地保有毒|弘保有毒|霊地保有車
ノーサンパランド 436 362 45 29 
フ ンカ、ンァ 451 295 156 
スタファド、ンァ 272 170 102 
レス夕、ンア 311 157 154 
ノー吋-/7~ ンシァ 355 253 93 9 
ノ ーフ ア ク 596 536 45 15 
十 フ ア ク 146 53 82 11 
ウィルト・サマ 817 786 31 
ハンプ、ンァ 251 251 
その他の南部10マナ 158 87 45 26 








36) ト一三ーの次の指摘を晶記されたい。 r土地痛関係D変化 agrarianchangl"sにかんする説明
で，イ γグランドの大ていの地方で謄本土地保有農が，ほかのどり階層白土地保有農民をも数的
に大きく凌駕しているという事実に， I分重きをおいていないようなも申は，かたときも有効で
はありえない.Jlbid" p. 49.。わが酉では， 15世紀後半にいわゆる独立自営農民の一般的成立
を想定するという強自の方法的見地目影響下で，自由土地保有と謄本土地保有とり区別が事実上




.'7) 任意土地保有 tenancyat wi1lという用語は慣習保有地の保有者だけでた〈 荒蕪地や本領
地申たんなる無新耕作者 squattersであるもの白状態を表現するのに使われているばあいがあ
り，後者はその土地保有をどんなマナの慣習によっても保護されていないo Ibid. p. 23 




い. (3)マナ裁判所記録の謄本により. (4)+地を保有寸る，左いう 4つの要件か
















38) ，謄本保有権は1種の任意的保有権 a，戸ciesof estate at willである。 それは その起
源においてたんなる任意的保有にすぎなかった。JBlackstone，白m明 e1jtan"es，Bk. 11. (望月礼
一郎「謄本保有権の近代化一一イギリス土地所有法近代化のー断面一ーそのーJW社会科学研究』
第11巻第l号.8ベク所引。〉なお d.Tawney，噌百九 p.47
39) 望月前掲論文(そのー )， 8ペ γ。
40) 怪意土地保有の本質的特徴は，テナントが 1件を記最したどんな証書も保持せず，有事¢際に
は裁判民野の記録またはそのたんなる記憶にたよる以外によるべきところをもたなかった点にある o
Tawney， o.ρ cit.， p.47謄木土地保有り農姐土地保有との連繋脅示すー評左として白任意土地
保有については， ウィルトシァのペンプノレグイ自領Knyghtonマナにかんする卜 ニ の具体的
考察を見よ。 L弘司， p. 51 
41) Lかui.，p. 50 






にしたがって権利として deJU間土地を保有する 「慣習的土地保有者」 であ















(しかし第2 に〕一世泊，~.他D裁判所すなわちマナ裁判所で慌護されること a 但しそこでも領
主に対しては保護されなu叶九JPollock and Maitland， H1ゐtmツ ofEnglish La同 vol.i， p 
361. (望月前掲論士〈そのー ).31ベ ジ所引。〉
44) 謄本保有権者の「権原 TitulJまたは(地位。) I保障 assuranceJは「マナD慣習による
secundum consuetudinem man吋官。叶だL マナ白慣習が， かれ白権利を確定し，奉仕義
務詑よび慣習を遵守するかぎりその土地をかれに保障問問開するのであるvJ COIUbe'S Case， 





44 (44) 第 123巻第1・2号
















ついて，レ ユγ 「ロシアにおける資本主義D発展ム 「νーニン全集』大月書盾，第3巻. 182 







る 1 ヴァギザトの保有者は，次のととを屋行するζL 領主の冬穀播種田ため 3~ーカー干の型
耕と馬把で白地なら L. 1エ '" 半の牧草地の刈りとりと草集め，飼葉こしらえロ 1エーカ一
半の小麦の刈りとりと結束，運担。 1= カ の大査の刈りとり。 P酎ηbrokeSur官 'ys，quoted 
in Tawney， ot. cit.， p. 53. Washetneほど「企申λった」例はまれだが.16-世紀にあって，
賦設がどこでも「まるで経済的重要性がないほどとるに民らぬものだと見るのは恐らく誤まりで
あるoJIbid.， p.52. 
4ηCf. Savine， . Bondmen under Tud.町 '5'，Trans. Royal Hist. SOC.， vol. xvii; Tawney， 。ρ.cit.， pp. 41-42 なお. 1例だけ挙げておけば. ノーファクの Forncettマナでは， 1400年
に19戸田農奴がいたが. 1525年頃になお2戸の農奴が残っており，それらが消滅したりは， 1575 
年のことでゐるロ Davenport.F. G.， The Econom.ic Developmen:t of a Nor.folk Manor. 
1086-1565， Lond叩.1906. p. 88 
48) ‘The De皿andsof the Rebels led by Ket'， prinled in Bland， Browιn and Tawney ed.. 
English Economic History， select documents， London， 1914， p.249 
















相続上納金・ー| 相続謄本土地保有 copyholdof inheritanccの相続にのみ。
(relief) 




後 見 権 ー|・相続謄本土地保有農の相続人が未成年の際，領主が後見。
(wardship) 
保有更改料…ト 領主の権利承認 admittanceにたいする一時金。慣習によ
(fine) り領主の怒意によるもの arbitraryと定額 certamとがあ
る。
49) 望月前掲論文(そ由一)， 12-13ベー ジより作成ョ
46 (46) 第 ~~3巻第 1 .2号











マ ナ 地 f"¥; 
1347 1421 1628 
lngol占nells jJ 61 9 4 jJ 71 10 3 品 73 17 z 
1248 1567 1582 
Birling jJ 9 2 6き jJ 14 9 4 .e 14 9 4 
1287 1567 
Crondal .e 53 7 O .e103 2 8* 
1352 1478 1580 
Acklingtoll .E 18 13 2 .E 19 13 11 .e 20 O 5 
1498 1567 1585 
High Buston jJ 3 12 。 jJ 3 12 。 .e 3 12 。
1527 1588 1607 




51) Cf. Tawτley， The Agrarian Problem， pp. 53-54 
52) Ibid.. p. 115. Table VIより抽出作成ー なお d 出'd，.Appendix I 
53) 主として開墾による農地面積の拡大は一般的に昆られたζ とであって，例えば，表出のグロ γ
ダル マナの各タイズィングでは Swanthropで1287年の399ニ』ー ヵー から1568年の561エ}カ
へー， Yateleyでは539ェー ヵ から 1310エー カー へ.Hawleyでは366ユー カー から1103エー




価値 yearly value と現実の地代収益との開きりなかに，なにほどかは読みと
ることができる。 1608午のノーサンプタンンァ IIexhamマTでは， 後者は前
者り約6分の 1，同じ年の9県111'9王領マナでは， 8分り 1であった，等々刷。














ney，叩 α't.，PP: 105 f， esp. Table V ζり点でいま小麦り産出高をとると.ベヴァリツジ
によれば.1却0年から1449年のウインチェスタ悼道院領5マナの平均で年産出高は播種量<1)4.19 
倍，エー カー 当り1.15グォータであり，他方163少年から51年の Peckhamの囲いこみ地で播種
量Q)3.90倍から5.55倍，ェ カ 当り1.46クォー タから1.83グォー タであった。 LordBeveridge， 
‘The Yield and Price of Com in the Middle Ages'， &cnomic 品目的叩. 1927， No. 2. 
reprinted in Carus 、日1son，ed.， opαt.， p.18. Table 111四 dp. 19 したがってーカー
当り最低27%.最高60刊の産出増であった。しかし少〈とも 2世紀半にわたる期間白土地生産性
の上昇率としては. rおどろ〈揖どわずか:muchlc田」であったともいえる。
55) やはり小麦を例にをれt:f， 16世紀の 10世間の価格上昇率は，ケリックの試算によれば4.55倍
であった。 Kerridge，E.， 'The Muvement of Rent， 1540-1640九E四 .H R. Second Series， 
Vol. vi. No. 1. p. 28. 
E6) T回目ey，op. cit.， p.119; Madge.噌 .czt，. pp目 56-57.













保有農の安全性を強調 L，謄本土地保有農は， 大法官府 Courtof Chancery 
の訴訟手続きと不法侵害令状 writof trespass とのいずれによっても自らを




の線に立コI.S. リーダムと，後者の見地をより徹底した W.J.γ シュリと
のあいだのいわゆる「謄本土地保有論争 copyhold disputesJ に継承され亡






宜に介することはない o I Coke. Ed.. The Complete Co.抑hoZ，出r.p. 32， quotec1 in白 mpbell，
M.， The E:ηglish Yeoman田 ulerElizabeth and the Early Stuarts， London， 1942， p.131 
ここで， グックが自ら重大な限定を付していることに留意されたい。
59) Fitzherbert. J. The Boke of品包門町M官 andL間:trovements，1523. 'esp. Chap. xiii; cf. 
Tawney， op. at.， pp. 2B8-289; Casnpbell， op. c.-it.， p.131 
60) R，由bone，A.. The Su円。。η1616，p. 189， quot吋 inCampbell，噌 cit.，p. 131. 










様の法的安全件 legalsecuri ty の存否は，当該の土地保有の権原が，当該の
マナの慣習によっていかなる権利内容 interest を賦与きれているか， にかか
っていたということ由通できる目、
61) L回d.叫1.S.， . The Inquisition of 1517: Inc1曲目esand evictions'， ]'rans. Royal 1list. 
Soc.， Vol. vi; do， 'The Secu山tyof Copyholders in the Fifteenth and Sixteenth Cen 
turies'， Eco. H. R. Vol. viii~ Ashley， Sir W.， An lntπJduction to English &onomic 




いる。論争の的確な要約は， Tawney，。ρ cit.，pp.' 286-291.に与えられている。 トーーーによ










62) 慣習のこれらり意味については， d. Tawney， up日九 pp.124-131. 292-263 
63) 慣習と権刺と法的保護とりこの関連は， たとえば" Br叫叩'8Case (1581， 4 Cu. R唖 21a) 
のなかで，明確に判示され℃いる。 r，周年本骨有権は法的にみれば injudgment of law任意的
保有権 estateat wil1にすぎないものであるが，慣習上， マナP贋習に従って相続さえも可能
なも白として確定されてUる。 つま勿謄本保有権者の権利回tateは，たんに「領主の意曹にお






は世代不動産権 estatefor years; for 1ife; for lives にすぎなかったか，













なかばしており，保有更改料では 1対 2の割合で不定のばあいが多し、。ト エ
ーの数字では，どちらも 1対1.5であり， 1600年から 1650年にかけての東部の
80~ナの保有更改料にかんするスプラットの数字も，ほぼトーニーのそれにー
consuetudinem刑 anenlものである。 マナの慣習こそ謄本保有権の魂かつ生命 souland life 
である。慣習がなければ，あるいは慣習に遺背すれば1 それは領主の怠古に従属するものになっ
てしまうのである.J (望月前掲文[その2)所引，)
64) Tawney， op.αt.， pp. 292-303 
65) Ibid.. p. 300. Table XIIIにスプラットり数字 (Spratt.Ag市門帥α.ndi抽出 in NoJ:.由民
and Su.folk， pp. 115-117， quoted in Campbell， ot. cit.， p.135.)を加えて作成。 なおサヴ
インの数字については， Savine. A.，‘English Customary tenures in the Tudor Period'， 





































66) 1 (吋 42/82=51.2弘 II(防25j6T40.9判 1 (吋xII(b)=20.9% 同様にして，1("扮xII(a)= 
13.0% 
67) 望月前掲論文〔そ白二).46-47ベージ， Tav.l1ey， ot. cit.， p.296.参!Ii¥.

















土地保有者であった。 “Question of Tenant Right "の検討の末尾にしるさ
れた lー ニーの印象的な言莱をかれば['農奴制が消滅してすでに久しいが，
謄本土地保有農たちは依然として，訟が認知を嫌った 1階級の山だとし、う痕跡，
68) 望月前掲論文〔そ白三).89ベージ， Campbell， 0ρ 口t.，p. 133.毒照。 1617年にノーサンプ
タンシァ0)1訴訟人が星室輯判所Courtof Star Charnberについて呼んだとし iう「高くつぐ
白で度胆を白かれる哉判所 awonderful Court of charges and expensesJという名称は，一
審に10ポンドもかりられる農民カ九、たζ とを示すも白でもあるが，多くの農民にとって，裁判所








自由告示有地における旧体系の壊頚と慣習保有地の情況 (53) 53 








30 8 編成であり， 編成であり，12)
11 ゲゲヱーレ的物権12) ゲグェーレ的物権l3)
33 8 領主的諸屑にする 領主的諸層による
34 6，7 marriadge marnage 
35 7 onerons onerous 
38 19 概括したものである却〉。 概括したものである制。
20 ユテ品アート 九テニL アト
70) Tawney. ot. cit.， p.310. 
